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昔
の
新
聞
記
事
か
ら
歴
史
を
探
る 

 

昔
の
こ
と
を
調
べ
る
際
に
ど
ん
な
資
料
が
利
用
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
方
は
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
文
字
で
書
か
れ
た
古
文
書
や
、
地
中
か
ら
発

掘
さ
れ
た
土
器
や
石
器
な
ど
を
思
い
描
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
以
降
の
、
明
治
か
ら
昭
和
の
こ
と
を
調
べ
る
際
に
は
、
新
聞
記
事
も

重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
の
で
す
。 

 

日
本
で
は
、
明
治
時
代
に
入
る
と
、
西
洋
諸
国
の
影
響
を
受
け
て
多
く
の

新
聞
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
茨
城
県
内
で
も
様
々
な
新
聞
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
不
偏
不
党
、
公
明
正
大
な
民
衆
の
新
聞
」
を

目
指
し
て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月
五
日
に
発
刊
さ
れ
た
の
が
「
い

は
ら
き
」
新
聞
（
現
在
の
茨
城
新
聞
）
で
す
。「
い
は
ら
き
」
新
聞
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
茨
城
県
民
を
主
な
読
者
と
し
て
想
定
し
て
お
り
、
大
子
町
を
含
む

県
内
の
動
向
を
中
心
に
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。 

 

「
い
は
ら
き
」
新
聞
に
は
、
政
治
経
済
の
動
向
か
ら
日
常
的
な
話
題
ま
で
、

多
岐
に
わ
た
る
記
事
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
明
治
以
降
の
大
子
町
の
歴
史
を

明
ら
か
に
す
る
上
で
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
子
町

の
歴
史
を
ま
と
め
た
『
大
子
町
史
』
を
編
さ
ん
す
る
際
に
も
、
「
い
は
ら
き
」

新
聞
の
記
事
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
新
聞
の
記
事
を
よ
り
活
用
し

や
す
い
形
に
し
よ
う
と
考
え
た
当
時
の
大
子
町
史
編
さ
ん
委
員
会
は
、
記
事

の
表
題
を
ま
と
め
た
『
大
子
町
関
係
「
い
は
ら
き
」
新
聞
記
事
表
題
索
引
目

録
』（
以
下
、『
表
題
索
引
目
録
』
と
略
）
を
編
集
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
で
、「
い

は
ら
き
」
新
聞
が
創
刊
さ
れ
た
明
治
二
十
四
年
か
ら
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

ま
で
の
記
事
を
ま
と
め
た
（
一
）
、
同
十
三
年
か
ら
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

ま
で
を
収
録
し
た
（
二
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
『
大
子
町
史
』

の
編
さ
ん
が
一
段
落
し
た
後
、
昭
和
十
三
年
以
降
の
続
巻
は
編
集
さ
れ
な
い

ま
ま
で
し
た
。 
 

そ
こ
で
、
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会
で
は
、
大
子
町
史
編
さ
ん
委
員

会
の
事
業
を
引
き
継
ぐ
形
で
、『
表
題
索
引
目
録
』
の
続
巻
の
編
集
を
始
め
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
収
録
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
同
二

十
年
ま
で
の
八
年
間
で
す
。 

 

こ
の
期
間
は
、
ち
ょ
う
ど
日
中
戦
争
が
本
格
化
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
開
戦
、

そ
し
て
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
（
当
時
の
言
葉
で
「
大

東
亜
戦
争
」
）
の
時
代
と
重
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
経
済

や
生
活
の
統
制
が
強
ま
っ
て
お
り
、
生
活
物
資
の
配
給
や
国
の
た
め
に
献
金

を
し
た
人
の
表
彰
な
ど
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
子
町
域
が

木
炭
製
造
や
馬
産
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
増
産
の
様
子

が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
た
満

洲
移
民
に
、
大
子
町
が
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
の
も
昭
和
十
四
年
で
す
。
本

期
間
の
『
表
題
索
引
目
録
』
が
完
成
す
る
こ
と
で
、
戦
時
中
に
起
こ
っ
た
大

子
町
域
内
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

昭
和
年
間
の
大
子
町
関
係
の
新
聞
記
事
は
膨
大
で
、『
表
題
索
引
目
録
』
の

編
集
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
形
で

皆
さ
ん
に
成
果
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
編
集
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
明
治
二
十
四
年
か
ら
、
合
併
に
よ
っ
て
新
生
大
子
町
が
誕
生
す
る

昭
和
三
十
年
ま
で
の
大
子
町
関
連
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
町
立
中
央
公
民

館
内
の
歴
史
資
料
室
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
す
で
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
『
表
題
索
引
目
録
』
（
一
）
（
二
）
と
と
も
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
藤
井
達
也
） 

第９９号 



和田坂の桜と「宮口」の墓  

和
田
坂
の
名
馬
「
宮
口
」
の
墓
と
桜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

飯
村
尋
道 

 
 

町
付
か
ら
中
郷
街
道
に
入
り
半
道
ほ
ど
北
上
す
る
と
、
急
な
下
り

坂
が
あ
る
。
地
名
か
ら
和
田
坂
（
通
称
コ
バ
ヤ
の
坂

）
と
い
い
、
そ
の

右
手
道
端
の
塚
上
に
一
本
の
桜
の
巨
木
と
石
塔
が
建
っ
て
い
る
。 

石
塔
は
、
天
保
の
初
め
、
水
戸
藩
の
里
子
馬
制
度
に
よ
り
、
水
戸

烈
公
（
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
）
か
ら
中
郷
村
に
預
け
ら
れ
た
牝
馬
の
「
宮

口
」
の
墓
碑
で
あ
る
。
正
面
に
「
宮
口 

墓
」
、
左
右
に
「
安
政
三
年

辰
二
月
四
日 

益
子
藤
次
ェ
門 
高
信
友
衞
門
」
と
あ
る
。 

里
子
馬
制
度
と
は
、
水
戸
藩
が
郡
奉
行
を
通
じ
て
牝
仔
馬
一
疋
を

里
子
と
し
て
農
民
に
預
け
、
そ
の
馬
か
ら
産
ま
れ
た
仔
馬
三
疋
を
藩

に
納
め
れ
ば
、
預
か
っ
た
母
馬
は
農
民
に
与
え
る
と
い
う
制
度
で
あ

る
。 水

戸
烈
公
は
天
下
に
魁
け
た
天
保
の
改
革
で
、
農
村
復
興
の
た
め

母
馬
と
な
る
牝
仔
馬
を
南
部
・
三
春
・
会
津
地
方
か
ら
購
入
し
、
中

郷
村
の
高
信
友
衞
門
に
ア
ラ
ビ
ア
種
の
牝
仔
馬
を
預
け
渡
し
た
。
一

方
で
、
庄
屋
の
益
子
藤
次
ェ
門
に
里
子
馬
掛
を
命
じ
、
里
親
と
な
っ

た
農
家
へ
の
飼
育
や
種
付
け
等
の
指
導
に
当
た
ら
せ
て
産
馬
を
奨

励
し
た
。 

牝
馬
は
役
目
を
果
た
し
て
安
政
三
年
（
一
八
五
六

）
二
月
四
日
に
斃

れ
、
里
親
の
友
衞
門
や
庄
屋
の
藤
次
ェ
門
ら
村
人
の
手
に
よ
っ
て
墓

碑
が
建
て
ら
れ
た
。
益
子
家
に
は
「
桜
は
四
代
前
の
藤
次
ェ
門
が
植

え
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
時
に
墓
標
と
し
て
植
え
た
の
で

は
な
い
か
。 

宮
口
に
限
ら
ず
馬
は
一
家
の
働
き
手
と
し
て
大
事
に
さ
れ
、
母
屋

の
中
に
厩
が
あ
り
家
族
と
共
に
生
活
し
、
斃
れ
る
と
集
落
の
ウ
マ
ス

テ
バ
に
懇
ろ
に
葬
ら
れ
た
。
馬
が
「
半
身
上
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で

あ
る
。 

 

馬
の
供
養
に
は
桜
が
似
合
う
。
馬
頭
観
音
塔
を
建
て
れ
ば
桜
を
植

え
た
。
馬
の
祭
日
は
旧
三
月
十
五
日
前
後
が
多
く
、
そ
れ
は
桜
の
開

花
と
重
な
り
、
ま
た
苗
代
や
種
蒔
き
等
、
農
事
の
始
ま
る
時
季
で
も

あ
る
。 

 

こ
の
和
田
坂
の
桜
（
エ
ド
ヒ
ガ
ン

）
の
開
花
も
、
村
人
の
「
宮
口
」

へ
の
感
謝
と
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
農
事
の
目
安
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。 

  

高
柴
村
（
生
瀬
）

で
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

三
月
、
庄
屋
と
与

頭
の
連
名
で
「
御
郡
奉
行
所
様
」
宛
に
預
か
っ
た
牝
馬
の
返
納
願
を

出
し
て
い
る
。
何
故
、
馬
を
藩
に
返
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
「
御

預
か
り
女
馬
の
義
、
病
の
う
え
交
合
こ
れ
無
く
、
種
付
け
の
み
ぎ
り

御
手
術
を
御
尽
し
下
し
置
か
れ
候
得
共
、
交
合
の
義
こ
れ
無
く
難
義

仕
り
申
し
候
、
こ
の
先
々
、
身
籠
り
の
見
込
み
無
く
、
恐
れ
入
り
奉

る
御
願
に
は
御
座
候
得
共
、
御
馬
御
返
納
仕
り
た
く
存
じ
奉
り
候
」

（
筆
者
、
原
文
簡
略
）

と
あ
る
。
病
気
か
ら
御
産
不
能
の
牝
馬
も
い
た

よ
う
だ
。
中
郷
村
や
高
柴
村
に
限
ら
ず
、
外
の
村
々
で
も
里
子
馬
を

藩
か
ら
預
か
り
産
馬
に
努
め
た
の
で
は
な
い
か
。（
常
陸
大
宮
市
在
住
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根渡神社の石段と拝殿 

根渡神社の拝殿 

大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
一
一
） 

根 

渡 

神 

社
（
大
子
町
大
沢
四
〇
六
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
根
信
和 

 
 

  

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
上
小
川
駅
か
ら
北
上
し
郵
便
局
前
の
Ｔ
字
路
を
左
折
、
上
小

川
小
学
校
前
を
経
由
し
て
久
慈
川
に
か
か
る
橋
を
渡
る
。
県
道
三
二
号
（
大

子
美
和
線
）
を
大
沢
川
に
沿
っ
て
走
る
こ
と
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
茨
城
交
通

岡
平
バ
ス
停
留
所
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
、
県
道
側
に
根
渡
神
社
の
社
号
標
が

建
っ
て
い
る
。 

 

柱
が
垂
直
で
笠
木
も
貫
も
円
柱
の
神
明
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
三
〇
段
の
石
段 

を
登
る
と
境
内
に
着
く
。
参
道
両
側
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
を
し
た
狛
犬
が
一 

対
、
そ
の
左
手
に
舟
生
村
石
工
三
次
□
□
作
の
手
水
石
の
水
盤
、
そ
の
奥
に 

「
神
徳
昂
宣
之
誌
」
の
石
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
逆
光
で
よ
く
解 

読
で
き
な
い
が
、
社
の
創
建
の
由
来
、
胎
内
潜
石
、
二
王
石
な
ど
の
十
景
奇 

岩
の
霊
が
境
内
に
所
在
す
る
こ
と
、
社
名
の
由
来
等
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
拝 

殿
左
奥
手
に
大
石
が
あ
り
、
赤
い
衣
を
身
に
着
け
た
三
体
の
石
像
が
そ
の
大 

石
の
陰
に
鎮
座
し
、
胎
内
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
た
跡
と
推
察
で
き
る
。 

拝
殿
は
間
口
三
間
、
奥
行
二
間
の
六
坪
、
屋
根
に
左
巻
き
三
つ
巴
の
神
紋 

が
見
え
る
。
本
殿
は
、
拝
殿
か
ら
二
十
数
段
の
石
段
を
登
る
と
南
向
き
方
一

間
、
覆
屋
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
本
殿
の
真
後
ろ
に
高
さ
約
一
〇
メ
ー
ト
ル

の
巨
岩
が
あ
る
。
頂
部
に
は
八
方
に
古
木
の
根
が
張
り
、
社
の
名
の
由
来
に

ふ
さ
わ
し
い
。
現
在
は
枯
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
こ
の
巨
岩
が
社
の
御
神

体
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
付
近
に
は
大
小
の
石
が
点
在
し
、

そ
の
間
に
杉
の
巨
木
が
森
を
形
成
し
て
深
山
そ
の
も
の
で
あ
る
。
右
手
下
に

は
谷
川
が
流
れ
、
大
沢
川
に
合
流
し
て
い
る
。 

祭
神
は
大
己
貴
命
（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
。
社
伝
に
よ
る
と
、
大
永
五
年

（
一
五
二
五
）
創
建
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
末
社
と
し
て
鹿
島
・
稲
荷
・
金
刀

比
羅
・
天
照
大
神
宮
・
辰
野
・
三
度
・
静
・
富
士
・
秋
葉
・
愛
宕
・
熊
野
・

天
満
宮
・
三
島
神
社
が
あ
る
。
例
祭
は
、
春
と
秋
で
あ
る
。 

祭
神
大
己
貴
命
は
、
縁
結
び
の
神
、
出
雲
大
社
の
祭
神
で
も
あ
る
が
、
同

じ
く
産
業
守
護
神
と
し
て
広
く
崇
敬
者
の
多
い
大
洗
町
の
大
洗
磯
前
神
社
が

知
ら
れ
て
い
る
。
町
内
に
は
、
真
弓
神
社
（
浅
川
）
、
八
溝
嶺
神
社
（
上
野
宮
）
、

中
山
神
社
（
中
郷
）
、
依
上
神
社
（
塙
）
、
越
方
神
社
（
相
川
）
、
金
砂
神
社
（
槙

野
地
）
、
稲
荷
神
社
（
下
津
原
）
の
七
社
が
あ
る
。
大
己
貴
命
は
大
国
主
命
（
お

お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）
と
同
神
で
、
一
般
に
「
大
国
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
縁
結
び
、
福
の
神
と
し
て
深
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
ま
た

当
地
で
は
、
農
業
、
林
業
の
神
と
し
て
、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
の
信
仰
が

厚
い
神
社
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

 



依
上
道
（
南
郷
道
）
沿
い
の
新
規
城
館
遺
構
に
つ
い
て 

 

五
十
嵐
雄
大 

 

大
子
町
域
を
南
北
に
貫
く
道
は
、
江
戸
時
代
に
南
郷
道
、
中
世
に
依
上
道

と
呼
ば
れ
、
今
で
は
国
道
一
一
八
号
線
が
そ
の
役
割
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

こ
の
道
は
、「
神
皇
正
統
記
」
を
記
し
た
南
北
朝
時
代
の
北
畠
親
房
が
栃
木
県

域
を
通
過
す
る
奥
大
道
、
茨
城
県
の
海
側
を
通
過
す
る
東
海
道
と
共
に
奥
州

と
つ
な
が
る
道
で
あ
る
と
認
識
す
る
ほ
ど
重
要
な
道
で
し
た
。
大
子
町
域
を

含
む
依
上
道
沿
い
に
は
、
多
数
の
城
館
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

道
は
、
城
内
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
城
館
が
そ
の
道
を
構
成
要
素

と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
春
に
南
郷
道
最
大
の

難
所
と
い
わ
れ
た
道
坂
峠
に
新
規
城
館
跡
を
確
認
し
ま
し
た
。 

一
つ
は
太
郎
山
山
頂
に
あ
る
遺
構
で
す
。
今
で
は
遺
構
の
中
心
部
に
航
空

ア
ン
テ
ナ
施
設
が
建
っ
て
い
て
地
形
が
改
変
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
の
尾
根

に
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
岩
盤
堀
切
を
確
認
し
ま
し
た
。
太
郎
山
か
ら
は
下
野
宮
・

月
居
山
・
大
沢
方
面
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
狼
煙
台
の
役
割
が

あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
太
郎
山
か
ら
南
に
五
百
メ

ー
ト
ル
下
っ
た
尾
根
沿
い
に
あ
る
遺
構
で
す
。
こ
こ
に
は
、
神
社
跡
の
周
囲

に
土
塁
が
四
方
に
め
ぐ
ら
さ
れ
、
南
側
に
は
切
岸
と
幅
七
メ
ー
ト
ル
深
さ
五

メ
ー
ト
ル
の
堀
切
が
東
西
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
近
辺
に
塩
沢
金
山
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
城
郭
遺
構
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
二
つ
の
城
館
遺
跡
は
依
上
道
を
押
さ
え
る
所
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
関
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

常
陸
大
宮
市
で
は
、
南
郷
道
の
三
地
点
が
歴
史
の
道
百
選
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
子
町
内
に
も
古
道
が
よ
く
残
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
び
、
往
時
の
様
子
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 

                        

道坂峠沿いの中世城館 
(常陸大宮市歴史民俗資料館編『南郷道』（2014）を基に国土地理院地図から作成) 



 
 
 

水
郡
線
の
全
線
運
転
再
開
に
寄
せ
て 

大
金 

祐
介 

 

  

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
二
月
四
日
、
水
郡
線
は
、
最
後
の
未
開
通
区
間

で
あ
っ
た
磐
城
棚
倉
～
川
東
間
が
開
通
し
、
全
線
で
運
転
を
開
始
し
た
。 

初
め
に
、
午
前
五
時
に
磐
城
棚
倉
駅
を
出
発
し
た
列
車
が
磐
城
棚
倉
～
川

東
間
を
処
女
運
転
し
、午
前
六
時
五
九
分
に
郡
山
駅
に
到
着
し
た
。
次
い
で
、

午
前
五
時
一
五
分
に
郡
山
駅
を
出
発
し
た
列
車
と
午
前
五
時
五
〇
分
に
水
戸

駅
を
出
発
し
た
列
車
が
水
郡
線
の
全
線
を
初
め
て
走
破
し
た
。
全
線
開
通
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
沿
線
住
民
は
、
歓
喜
に
沸
き
、
列
車
を
熱
烈
に
歓
迎
し

た
。「
い
は
ら
き
」
新
聞
は
、
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
何

の
列
車
も
何
の
列
車
も
木
材
、
薪
炭
、
□
等
の
初
荷
を
満
載
し
た
貨
車
を
増

結
し
て
車
両
の
響
き
も
高
ら
か
に
行
進
し
、
沿
線
各
駅
と
も
万
国
旗
を
は
り

め
ぐ
ら
し
飾
り
も
の
余
興
、
煙
火
等
で
迎
へ
、
は
ち
き
れ
る
ば
か
り
の
喜
び

に
溢
れ
多
数
の
小
学
児
童
、
村
民
等
は
日
章
旗
を
打
ふ
つ
て
万
歳
を
叫
ん
だ
」

（
昭
和
九
年
十
二
月
五
日
付
第
五
面
）
。
沿
線
住
民
に
と
っ
て
、
水
郡
線
の
全

線
開
通
は
、
明
治
四
十
年
に
誘
致
運
動
を
開
始
し
て
以
来
、
実
に
二
七
年
を

経
て
大
願
が
成
就
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。 

 

午
前
六
時
一
五
分
、
二
等
客
車
五
両
編
成
の
交
歓
臨
時
列
車
が
水
戸
駅
を

出
発
し
た
。
こ
れ
は
、
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
る
水
郡
線
全
線
開
通
祝
賀
会
の

出
席
者
を
乗
せ
る
た
め
の
臨
時
列
車
で
あ
っ
た
。
水
戸
駅
で
は
、
阿
部
嘉
七

茨
城
県
知
事
、
中
崎
俊
秀
水
戸
市
長
ら
を
乗
せ
、
各
駅
で
は
、
沿
線
町
村
の

町
村
長
ら
を
乗
せ
、
午
前
一
一
時
、
郡
山
駅
に
到
着
し
た
。
郡
山
市
で
は
、

交
歓
臨
時
列
車
の
到
着
後
、
正
午
か
ら
麓
山
公
園
に
お
い
て
、
鉄
道
省
東
京

建
設
事
務
所
、
同
省
東
京
鉄
道
局
、
同
省
仙
台
鉄
道
局
の
主
催
に
よ
り
、
水

郡
線
全
線
開
通
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
内
田
信
也
鉄
道
大
臣
な
ど

の
鉄
道
省
関
係
者
、
阿
部
茨
城
県
知
事
、
中
崎
水
戸
市
長
、
伊
藤
武
彦
福
島

県
知
事
、
和
田
潤
郡
山
市
長
な
ど
の
沿
線
自
治
体
関
係
者
、
工
事
関
係
者
な

ど
、
総
勢
二
千
七
百
余

名
が
出
席
し
た
。
中
崎

水
戸
市
長
と
和
田
郡

山
市
長
は
、
水
戸
郡
山

両
市
が
水
郡
線
で
結

ば
れ
た
こ
と
を
祝
し

て
固
く
握
手
を
交
わ

し
た
。 

 

一
方
、
水
戸
～
郡
山

間
の
要
衝
と
位
置
付

け
ら
れ
た
常
陸
大
子

駅
に
は
、
全
線
開
通
に

合
わ
せ
て
、
機
関
庫
等

の
施
設
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
大
子
町
で
は
、
全
線
開
通
の
翌

日
、
十
二
月
五
日
の
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
、
常
陸
大
子
駅
前
広
場
に
お

い
て
、
町
の
主
催
に
よ
り
、
水
郡
線
全
線
開
通
と
機
関
庫
竣
工
を
祝
う
式
典

と
宴
会
が
開
催
さ
れ
、
内
田
鉄
道
相
な
ど
の
鉄
道
省
関
係
者
、
保
内
郷
の
町

村
長
、
町
村
会
議
員
、
官
公
署
長
、
有
志
者
な
ど
が
出
席
し
た
。「
い
は
ら
き
」

新
聞
は
、
こ
の
日
の
賑
わ
い
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
大
子
町
内
各
戸

は
国
旗
を
掲
げ
花
火
を
打
ち
あ
げ
て
祝
意
を
表
し
、
駅
前
広
場
に
余
興
の
レ

ビ
ユ
ー
等
も
あ
り
非
常
な
賑
ひ
を
呈
し
た
」（
昭
和
九
年
十
二
月
六
日
付
第
二

面
）
。 

 

水
郡
線
は
、
令
和
元
年
台
風
一
九
号
水
害
に
よ
り
第
六
久
慈
川
橋
梁
の
流

失
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
三
年
三
月
二

十
七
日
、
全
線
で
運
転
を
再
開
し
た
。
私
は
、
利
用
者
の
一
人
と
し
て
、
全

線
運
転
再
開
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
す
べ
て
の
方
々
に
深
く
感
謝
す
る
。
そ

し
て
、
昭
和
九
年
の
全
線
開
通
に
比
肩
す
る
慶
事
で
あ
る
今
般
の
全
線
運
転

再
開
を
心
の
底
か
ら
祝
う
と
共
に
、
水
害
と
コ
ロ
ナ
禍
で
失
わ
れ
た
賑
わ
い

が
全
線
運
転
再
開
を
契
機
に
回
復
す
る
こ
と
を
希
う
。
（
大
子
町
大
子
在
住
） 

 
常陸大子駅と機関庫 



西金駅前の小室順太郎翁胸像 

皇
室
の
大
子
町
来
訪
に
つ
い
て 

 

本
誌
前
号
に
掲
載
さ
れ
た
藤
田
貴
則
氏
の
寄
稿
「
初
め
て
の
皇
室
来
大
と

レ
ス
リ
ン
グ
」
の
中
に
、「
大
子
町
に
お
い
て
歴
史
上
初
め
て
お
迎
え
し
た
皇

室
関
係
者
は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
三
笠
宮
殿
下
・
妃
殿
下
で
あ

る
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
町
民
の
方
か
ら
「
昭
和

二
十
三
年
に
、
三
笠
宮
殿
下
が
西
金
に
あ
っ
た
綿
羊
工
場
を
視
察
の
た
め
に

訪
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
の
石
碑
も
当
地
に
現
存
し
て
い
る
」

と
い
う
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
当
時
の
新
聞
記
事
及
び
現
地
の

石
碑
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ご
指
摘
が
正
し
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

編
集
す
る
立
場
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
史
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
事
前
に
確

認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
読
者
の
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

先
の
記
述
を
訂
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
熱
心
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
る
読
者
の
皆
様
の

支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
ほ
な
い
歴
史
通
信
」
は
今
日
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

た
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
、
昭
和
二
十
三
年
の
三
笠
宮
殿
下
の
御
来
訪
の
模
様
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
一
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
に
は
、「
奥
久
慈
を
御

探
訪 

三
笠
宮
殿
下
産
業
も
御
視
察
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
諸
富
野
村
西
野
内
の
菊
池
五
介
氏
方
で
江
戸
時
代

か
ら
続
い
て
い
る
西
野
内
和
紙
の
視
察
後
、
下
小
川
村
西
金
の
ホ
ー
ム
ス
パ

ン
工
場
を
小
室
順
太
郎
氏
の
案
内
で
視
察
、
同
日
は
袋
田
泊
、
翌
日
は
黒
沢

村
に
出
向
き
、
紅
葉
の
八
溝
山
と
林
業
を
視
察
し
た
後
で
矢
祭
山
ま
で
足
を

伸
ば
さ
れ
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ス
パ
ン
工
場
と
は
、
町
村
合
併
前
の
下
小
川
村
第
八
代
村
長
の
小

室
順
太
郎
氏
が
昭
和
二
十
一
年
に
国
際
羊
毛
加
工
場
茨
城
羊
毛
株
式
会
社
と

し
て
自
宅
前
に
工
場
を
建
設
し
、
約
四
〇
人
の
従
業
員
で
創
業
し
た
も
の
で

す
。
集
荷
し
た
原
毛
を
加
工
し
て
洋
服
地
用
の
ホ
ー
ム
ス
パ
ン
に
仕
上
げ
る

ま
で
の
一
貫
作
業
を
行
い
、
製
品
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
ま
で
輸
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
父
も
復
員
後
こ
の
工
場
に
お
世
話

に
な
っ
た
話
を
、
今
は
亡
き
父
母
か
ら
幼
少
期
に
聞
か
さ
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
小
室
さ
ん
の
ご
了
解
を
い
た
だ
く
た

め
お
宅
を
訪
問
し
た
際
に
、
工
場
跡
地
に
あ
る
松
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
松
は
、
三
笠
宮
殿
下
が
視
察
の
記
念
と
し
て
自
ら
お
手
植
え
さ

れ
た
も
の
で
、
下
に
あ
る
石
碑
に
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
三
十
日
の
日
付
と

と
も
に
、
「
三
笠
宮
の
松
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

全
く
偶
然
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
本
稿
作
成
時
に
、
三
笠
宮
殿
下
御
来
訪

よ
り
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
昭
和
十
四
年
に
皇
族
が
来
大
し
た
史
実
が
新
聞
記

事
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研

究
会
で
は
、
既
刊
の
『
大
子
町
関
係
「
い
は
ら
き
」
新
聞
記
事
表
題
索
引
目

録
（
二
）
』
に
続
く
も
の
と
し
て
、
昭
和
十
三
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
索
引
目

録
作
成
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
作
業
の
中
で
、
朝
香
宮
殿
下
が
十

四
年
十
一
月
二
十
七
日
に
袋
田
の
滝
を
御
覧
に
な
り
、
袋
田
温
泉
ホ
テ
ル
に

宿
泊
さ
れ
た
旨
の
記
事
を
確
認
で
き
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。 

 

今
回
、
町
民
の
方
か
ら
の
ご
指
摘
の
お
か
げ
で
新
た
な
史
実
の
掘
り
起
こ

し
が
で
き
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

（
神
長 

敏
） 

         
 

三笠宮の松 



産
地
づ
く
り
に
向
け
た
公
的
支
援
の
展
開
（
下
の
七
） 

―
特
産
品
・
り
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
探
る
（
一
六
）
― 

 

り
ん
ご
栽
培
に
不
可
欠
な
防
除
作
業
を
行
う
う
え
で
、「
革
命
的
」
と
も
言

わ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｓ
と
略
）
の
導
入
過
程
に
つ
い
て
は

本
誌
九
六
号
ま
で
で
み
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｓ
を
実
際
に
稼
働
さ
せ
る
、
あ

る
い
は
支
え
た
組
合
組
織
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
て
お
き
た
い
。 

大
子
農
協
り
ん
ご
部
の
な
か
に
東
部
（
生
瀬
）
、
西
部
（
浅
川
、
上
岡
、
依
上
）
、

南
部
（
西
金
）
、
北
部
（
矢
田
、
川
山
、
下
野
宮
、
高
田
）
と
い
う
地
区
割
が
設
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
地
区
割
に
重
な
る
形
で
防
除
組

合
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
東
部
に
は
第
一
防
除
組
合
、
西
部
に
は
第
二
防

除
組
合
、
北
部
に
は
第
三
防
除
組
合
、
南
部
に
は
第
四
防
除
組
合
が
で
き
た
。

Ｓ
Ｓ
の
導
入
時
に
設
立
さ
れ
、
木
澤
源
一
郎
さ
ん
が
属
し
た
第
二
防
除
組
合

を
例
に
と
っ
て
、
組
合
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。 

木
澤
さ
ん
所
蔵
の
資
料
の
な
か
に
年
次
不
明
の
組
合
員
名
簿
が
あ
る
。
組

合
員
は
一
九
名
、
藤
田
金
一
組
合
長
の
も
と
に
次
の
役
職
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
副
組
合
長
、
事
務
局
長
、
観
察
部
長
、
機
械
部
長
、
薬
剤
部
長
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
、
監
事
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
観
察
部
長
は
組
合
員
の
樹
園
地
を

巡
視
し
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
を
常
時
把
握
す
る
こ
と
、
必
要
が
あ
れ
ば
役

員
会
で
の
検
討
を
経
て
特
別
散
布
を
指
示
す
る
こ
と
、
機
械
部
長
は
Ｓ
Ｓ
を

保
守
管
理
し
、
使
用
後
の
整
備
等
を
す
る
こ
と
、
薬
剤
部
長
は
農
協
か
ら
種
々

の
農
薬
を
調
達
し
て
保
管
、
管
理
し
、
散
布
時
に
渡
す
こ
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
は
Ｓ
Ｓ
を
稼
働
し
て
防
除
作
業
を
行
う
こ
と
、
以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務

で
あ
っ
た
。
木
澤
さ
ん
は
、
薬
剤
部
長
に
就
い
た
。
農
薬
事
故
を
防
ぐ
た
め

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
「
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
」
が
制
定
さ
れ
、

毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
の
資
格
を
も
っ
た
者
で
な
け
れ
ば
農
薬
を
取
り
扱
う

こ
と
は
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
鯉
渕
学
園
の
学
生
時
代
に
す
で

に
当
該
資
格
を
得
て
い
た
木
澤
さ
ん
が
ま
さ
に
適
任
で
あ
っ
た
。
敷
地
の
一

角
に
農
薬
倉
庫
を
建
て
、
前
述
の
よ
う
な
任
務
を
こ
な
す
こ
と
に
な
る
が
、

組
合
員
一
人
一
人
の
求
め
に
応
じ
て
農
薬
を
選
び
、
農
薬
の
使
用
法
や
希
釈

の
仕
方
を
教
え
な
が
ら
渡
す
の
は
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。
収
量
や
品
質
に
直

結
す
る
の
で
、
間
違
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
気
苦
労
の
多
い
そ
の
仕
事
は
、

組
合
設
立
時
か
ら
平
成
時
代
の
初
め
頃
ま
で
継
続
し
た
。
こ
う
し
た
組
合
の

存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
、
Ｓ
Ｓ
は
病
害
虫
防
除
に
威
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
本
誌
第
八
八
号
か
ら
、
り
ん
ご
栽
培
を
育
て
、
定
着
さ
せ
る
た
め
の

大
子
町
の
支
援
策
を
検
討
し
て
き
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
つ
は
講
師

を
外
部
か
ら
招
い
て
の
講
習
会
開
催
に
伴
う
経
費
の
支
援
で
あ
り
、
二
つ
目

は
、「
り
ん
ご
栽
培
の
本
命
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
病
害
虫
防
除
、
そ
れ
も
背

負
噴
霧
器
か
ら
Ｓ
Ｓ
に
至
る
防
除
機
器
類
購
入
へ
の
財
政
支
援
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
続
く
支
援
策
の
三
つ
目
の
柱
が
、
薬
剤
購
入
へ
の
補
助
で
あ
る
。

昭
和
三
十
六
年
度
の
一
〇
万
円
に
始
ま
り
、
三
十
七
年
度
一
〇
万
円
、
三
十

八
年
度
二
〇
万
円
、
補
助
の
事
実
は
確
認
で
き
る
も
の
の
三
十
九
、
四
十
年

度
の
金
額
は
不
明
、
四
十
一
年
度
二
〇
万
円
、
四
十
二
年
度
二
五
万
円
、
四

十
三
～
四
十
五
年
度
は
各
三
〇
万
円
と
推
移
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
れ
以

後
は
、
四
十
六
年
度
～
四
十
九
年
度
は
各
三
〇
万
円
、
五
十
年
度
一
五
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
優
良
品
質
の
確
保
、
生
産
量
拡
大
の
た
め
に
薬
剤
散
布
は

不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
だ
け
に
、
薬
剤
購
入
へ
の
支
援
は
絶
え
る
こ
と
な
く

続
け
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
四
十
三
年
度
に
は
、
果
樹
共
同
選
果
機
の
導
入

に
二
〇
万
円
の
補
助
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
加
し
て
お
く
。 

こ
れ
ら
の
大
子
町
か
ら
の
支
援
に
加
え
て
、
と
く
に
栽
培
技
術
の
向
上
や

経
営
改
善
に
関
す
る
分
野
で
果
た
し
た
茨
城
県
山
間
地
帯
特
産
指
導
所
と
大

子
地
区
農
業
改
良
普
及
所
の
役
割
に
つ
い
て
も
す
で
に
み
た
（
本
誌
八
六
～
八

七
号
参
照
）
。
専
門
家
か
ら
「
り
ん
ご
は
成
功
し
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
り
、

温
暖
、
多
湿
で
あ
る
た
め
気
候
的
に
は
必
ず
し
も
適
地
と
は
言
え
な
い
大
子

町
に
あ
っ
て
、
不
利
な
条
件
を
克
服
し
な
が
ら
り
ん
ご
栽
培
が
徐
々
に
根
付

い
て
い
く
過
程
で
は
先
の
三
者
に
よ
る
公
的
支
援
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 
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大子の今昔 

写 真 帳 
№５ 

旧池田小学校 

編 

集 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 

編
集
人 

 

齋
藤 

典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

藤
井 

達
也
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

飯
村 

尚
史
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

神
長 

 

敏
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

発 

行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

大
子
町
立
中
央
公
民
館 

☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 

発
行
日 

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
六
月
一
日 

現 在（校舎解体後、池田保育園が開所されました） 
※上の写真は、池田保育園建設中のもの 

昭和３０年 

明治７年  池田小学校開校 
明治８年  校舎新築 
昭和５７年 木造校舎解体工事 
      プレハブ校舎新築 
平成１３年 閉校 
平成２６年 プレハブ校舎解体 
平成２９年 跡地に池田保育園開所 
 
閉校となって子どもの声が聞こえなく 
なった場所に新たに保育園が開所され、 
また子どもの声が聞こえるようになり 
ました。       （大金真理子） 

平成２年 

 （池田小学校閉校記念誌「いけだ」より） 

（池田小学校閉校記念誌「いけだ」より） 


